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考えを深め，表現する子どもの育成

佐渡市立加茂小学校

教諭 土屋 勝顧

Ⅰ はじめに

「 ， 」 ， 「 ，当校の校内研究の主題は 考えを深め 表現する子どもの育成 であり 副題を 学び合い

高め合う授業づくり」として研究を進めている 「生きる力」を育むという概念のもと，知識。

や技能の習得とともに，思考力・表現力の育成を重視している。数学的な思考力・表現力を育

成するために，根拠を明らかにして筋道を立てて考えることや，具体物や数，式，図，表，グ

ラフ，言葉などを使って論理的に考え，根拠を明らかにして表現できる子ども，友達とかかわ

って考える子どもの育成を目指して授業改善に取り組んだ。

Ⅱ 目指す子どもの姿

・ 問題意識ををもって考える子ども

・ 分からないことを伝え，分からない事柄が分かったと成就感をもつ子ども

・ 友達と関わって考えようとする子ども

Ⅲ 目指す子どもの姿を実現するための手立て

〇 単元の学習内容を児童にあらかじめ考えさせる。

・本単元で身に付けさせたい内容を網羅した問題を掲示する。

・単元導入時に単元を見通した学習計画を示す。

〇 ペア・グループで行う学習場面の設定

・学び合いの目的，学び合いにかける時間，形態・方法を工夫する。

〇 課題設定の工夫

・ ジャンプ」の問題を設定することで，学習意欲を高めるとともに，有効なかかわり「

を生む手立てとする。

Ⅳ 実践 第６学年 「比とその応用」

（１）本時のねらい

， 。既習事項をもとにして 友達とのかかわりを通して比例配分の問題を解くことができる

（２）本時の展開

時間 学習活動 主な教師の働きかけと児童の反応 指導上の留意点と評価

（ ）〇留意点◆評価 評価方法

５分 １ 課題を ： まわりの長さが６０ｍの長方形のフ ○縦と横の比を提示せず，T1

つかむ ットサルのコートがあります。縦と横の まず，縦と横の長さが

長さの比は８：７です。コートの縦と横 ｍ（周りの長さの半30

の長さは，それぞれ何ｍでしょうか。 分）になることに注目さ

：フットサルって？サッカーのこと？ せる。C

３分 ２ 課題解決 ： この問題で質問や分からないところ ○縦と横の比，８：７でT2

の方法を見 はありますか。 ３０ であることを確m

通す ：フットサルって何ですか。 認する。C

：サッカーコートより小さいエリアC

： コートの周りの長さが ｍです。 〇図を色分けする。T3 60

縦と横の長さはどのくらいになります
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か。

：周りの長さの半分になります。C

：縦と横で ｍC 30

：比をたすと にな8 C 15

る。

7

３ 自分の考 ： まず，自分で解いてみましょう。 〇自分の考えを友達に紹介T4

えをもつ ：縦（横）の比と全体との比を使って求め できるように，プリント1 0 C1

分 る。 ÷２＝ に描くことを伝える。60 30

8 15 30 16： ＝ｘ： ｘ＝

： ＝ｘ： ｘ＝ ○困っている児童への支援7 15 30 14

（ － ＝ ）縦 横 ①縦と横の比が８：７で30 16 14 16m 14m

であることを助言30m

する。30m

②比の合計が というヒC2 15

↑ 縦 横 ントを与え，比の１つ分15

： に当たる長さを考えさせ2m 8 7

１つ分の比は２ｍになる。 る。

だらら，縦は ｍ，横は ｍ ○ある程度自立解決の時間16 14

を取った後，困っている

：まず，縦と横の長さは長方形の半分だか 人は隣やグループの人にC3

ら （ ÷２＝ ） ｍになる。 聞く時間を設ける。， 60 30 30

次に，縦と横の比をたすと１５だから， ：手順通り進んでいるT2

（ ÷ ＝２）１つ分の比の長さは， かをチェックする。30 15

２ｃｍになる。 ：求められなくて困っT2

だから，縦の長さは（８×２） ｍ ている児童や情報交換16

横の長さは（７×２） ｍになる。 をできずにいる児童を14

支援する。

： ÷２＝ ◆自分の考えをプリントにC4 60 30

× ＝ × ＝ まとめながら，自力解決30 8/15 16 30 7/15 14

縦は ｍ 横は ｍ に当たっているか。16 14

： 悩んでいる人は，情報交換してやっ ＜プリント・態度＞T5

ても構いません。 ：友達に教えたり，よりA

◎ このよな方法で考えている人がいます 分かりやすくまとめたり。

①縦の比(横の比）と全体の比をもとにし して求めようとしてい

②全体の比の量と，縦・横の比を図に表 る。

して求めている。 ：自分なりの方法で求めB

③全体の比の１つ分の長さを求めて考え ている。

ている。 〇どのような求め方がある

④全体を１として，縦と横の割合を使っ のかを示すことで，別の

て求めている。 方法で求めたり，友達が

：この方法でもやれそうだ。 どのような考えをもとにC

：〇〇さんは□□のやり方で求めたんだね して求めたりしたのかがC 。

意識できるようにする。

４ 学び合う ： ペアで自分の考えを発表しよう。 ○様子を見て，ペアからグT5
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：２人で考えを発表したり確認したりする ループでの説明への指示14 C 。

分 ： グループにペアの考えを説明しよ を出す。T6

う。

T7 C1 C2 C3： みんなで確認しましょう。 〇班を指名して ， ，

：〇〇さんも同じ考えだね。 の考えを発表させる。C

：〇〇さんの考えは分かりやすいね。C

， ， の考えを発表C1 C2 C3

（ の考えが出なかった場合）C3

＊ ： 実はこういう求め方をした人がい 〇左のような解決方法がでT

ました □に何が入ると思いますか なかった場合，こちらか。 。

： ÷２＝ ら提示して考えさせる。C 60 30

× ＝ × ＝ 〇隣やグループで相談して30 16 30 14□ □

よって，縦は ｍ 横は ｍ もよいことを伝える16 14

：分数が入るの？C

：比の合計 のうちの８つ分が縦 ○□に入る値は，それぞれC 15

比の合計 のうちの７つ分が横 全体に対する縦，横の割15

：割合を使ったんだ！ 合C

５ 確かめる ： 練習問題をしょう 〇早く終わった児童には，10 T8

分 まわりの長さが ｍの長方形のサッカ 次の問題をさせる。それ240

ーコートがあります。縦と横の長さの比は も終わったら，友達に教

７：５です。コートの縦と横の長さは，そ えたり，丸付けをさせた

れぞれ何ｍでしょうか。 りする。

： ÷２＝ ◆比例配分の考え方を活用C 240 120

× ＝ × ＝ して，問題を解くことが120 7/12 70 120 5/12 50

縦 ｍ 横 ｍ できる。＜プリント＞70 50

： ÷２＝ ：比例配分の考え方を活C 240 120 A

÷ ＝ 用して，自力で解決で120 12 10

×７＝ ×５＝ きた。２１人以上10 70 10 50

縦 ｍ 横 ｍ ：比例配分の考え方を活70 50 B

用して，自力で解決で

きた。１９人以上

３分 ６ 振り返る ： 今日の学習を振り返って，分かった 〇プリントを配布する。T9

ことをノートに書きましょう。

：比の１つ分の長さを求めることで，それC

ぞれの比の値が分かる。

。C：比をたすことによって全体の量が分かる

：それぞれの比の割合をもとにして求めるC

ことができる。

（３）指導の実際

※ 本時は，教科書の力だめしの問題を，子どもたちが興味をもつ問題にアレンジした。ま

た， 配信診断問題で正答率の低かった長方形の周りの長さを使った問題を取り上げ，Web

２つの既習事項を使って課題解決を図る授業を展開した。

〇 単元の流れを表にし，現在地を確認することで，児童も単元の見通しをもつことができ
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た。

〇 問題を提示したら，子どものやりとりを生かしながら，本時の課題を明らかにしていっ

た。

， 。〇 縦と横の比 ８：７を色分けして提示

これを横に移して図に移行させて考えさ

せるように配慮した。

， ，＊ これらから 自然と子どもの手が動き

解決への見通しをもつことができた。

課題解決に向けた工夫

自力解決の場面では，長方形の周りの長さの

６０ を使うか，長方形の周りの長さの半分cm

実際に，の３０ を使うかがポイントとなる。cm

比を利用する方法，全体に対する縦（横）の割合で

求める方法，１つ分の長さをもとに縦（横）の長さを

求める方法のいずれかで，一人一人が解決するこ

とができた。しかし，コート全体の長さ(60cm）をもと

にして求め，最後に２でわって縦と横の長さを求めた児童が多かった。見通しをもたせる段階で「縦

と横の長さは全体の半分(30ｃｍ）になる。」と言った児童の発言を板書はしたものの，児童はしっか

りと捉えていなかった現状が覗えた。

話し合い活動

ペアやグループでの話し合いの場面では，児童が間違いに気付いたり，自分の考えを確か

めたりするのに有効であった。自力解決の段階でも，困っている友達に気付き，アドバイス

したり教えたりしている子どもも見られた。早い段階で学び合いを取り入れることは，意味

が分かっていない子どもにとっては，大変有効である。

全体での話し合いでは，４名が板書して発表した。グループ内で４人とも同じ考えのとこ

ろもあり，全体発表により深まりや広がりにつながったグループもあった。

Ⅴ 成果と課題

(1) 成果

・ 単元の導入時に，本単元で身に付けさせたい内容やめあてを提示し，あらかじめ子どもた

ちに考えさせることで，単元を通した見通しをもつことができ，学習意欲も高めることがで

きた。

・ 課題を見通したり解決したりするうえで，迷ったり困っている児童は，掲示を頼りに考え

ている児童が多いことが分かった。今後は，単に学習のポイントやまとめだけでなく，次時

の学習に生かせるような掲示にも配慮して作成していきたい。

・ 自力解決の段階で，困っている友達に気付きアドバイスしたり，早い段階で学び合いを取

り入れることは，意味が分からない子どもにとっては有効である。

(2) 課題

・ 学び合いや自力解決がどこ位置付くかによって，自力解決で間違っている子どもが，修正

されないまま授業の大半を間違った思考のまま進んでしまうこともある。早い段階での学び

合いを今後も検討して取り入れていきたい。

・ グループ学習や発表し合う場面で，一人の発表で即納得し，ここで発表する必然性がなく

なって活動が途切れてしまっているグループも見られた。発表する順番も教師の意図が大切

となる。どの段階から取り上げるのか，どのように発表するのか等，構想段階から明確にし

ていく必要がある。


